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ce「‘ain 　 val ”・・ S・ ・h
　b・h ・ viQr ・ are 　inv・s・ig・t・d　th・・r・ticall・ ・ nd ・xp ・rim ・n ・。11y，　and 。 g 。。d 。，c。，．

dance　 b・twee ・ ・h・ th… yand 　th・ … t・ ・re ・b・・i・・d．　 Wi ・hi・・the 　elas ・ic　r。 ng 。， ，he　cri ，i，a 、。 。1。 e
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th 「・ ・t… u ・11・ i・・rea ・es ・with ・1・・eral 　pre・ s ・ re ・ Wh ・n ・h・ pl… i・ … essed ・b，y 。nd ，1。、，ic

　Iimits，　the 　critical 　stress 　is　lowered　by　the 　effect　of 　plastic 　deformations、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　序　　　　　 論

雛 の 鵬 造 で 濮 励 胴 馭 酌 力を うけ る紛 尠 くない 。船麟 鰍 そ の 好例 で あつ て，そ の 板厚は，
’i”　￥ ン 獄 態 に お い て 讃 圧力 と購 ・ 面柾 縮力を うけ る 場合囎 さに よつ て 瀧 され る こ と渺 くない 。 と
くに 澱 近多 く採腱 れ る深 い 船 でemt の 傾向灘 し く諒 嫡 勳 嫐 船底鞭 用す る と ぎは こ れ 鍾 要 繝
騨 な る・ すな秘 滴 張蜘 鞭 用す る と 縦強力覡 地 か ら鞍 厰 旙 くす る ・ と カ・で き るに 齣 らず讃
圧 力と と も緬 班 縮力勧 け る 板 と して 嗹 屈強度か らそ の 寸法が 纐 され る ． 歎 ，・ の 座襁 巌 高め る
た め に は・縦腑 の 問励 獅 れ ば よい thミ・　 e の 緬 の 研究 は まだ 勃 鮗 れ て い なL・た め ， （の 諷 酬 も不
粉 で あ る ・ 本研究 で は 澱 も齲 駄 横励 桐 驟 坊 向か ら嚇 鵬 を うけ る 周辺 で 贈 され た 矩贓
に つ い て，理論的 ・実験 的に 研究 を 行なつ た 1・2）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　理　論　的　研　究

平板が齬 力を うけ ない 黔 に つ い て は 澗 嘔 鋤 耐 応する醯 前 の 蠅 エ ネ ・・ ギー
・ 座 雛 すなわ ち

た わ ん だ の ち の 雌 エ ネ ル 麹 妣 輒 て・伽 平衡の 安定性を黼 し錠 な鴨 の 懈 ・ して い わ ゆ確 服
界点カミ決定 され る ・ しか し・齟 力観 ・場龍 最初か らた 繍 ・存乱 て ・… で，・ の ・ う齦 界獻
必ず し も錠 で きない ・ この ・ ぎt・h ・，M ・ もな つ て 齣 面萠 に 伸び 匙 ず ・ の で 濔 内 の 合励 の 肺 が た
わ み に 影響 さ摘 こ と O・ な る ・ しか も・こ の た わ みの 厳 の 仕方は ，舘 力躙 係す る 。

横助 こ よ る た わ み の 小 さい ・ きは ・ 合励 は縁励 に よ つ ・ ・ と ん ・ き ま る ． そ ・ て ， た わ み 。 厳 。 骭
も齟 加 な 囑 合噸 似 ・て い

至・ 横圧 力に ・つ て 生ず ・ た わ み ・ 大 な ・ ・ きは 讃 圧力に よる た わ 皺 形、、
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　板の 面内方向の 合応力

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／2　　　　　　　　　　 ／Z 　　　　　　　　　　／2

　　　　　　　　　　　　、／、　　　　 t／勲
dg・Nv ＝ ＝

t／、

σvdy

は ，エ ア リーの 応力関数 F を用い て

　　　　　　　　Nx一磯 ・辱 一
’器 ，単 ｛謬

と表 わ す こ とが できる 。

一
方板 の 中央面の 面方向の ひ ずみ，すな わ ち面方向の 平均 ひ ず み は

面内圧縮力の 増加 と と もに そ の ま ま成長す る と考 え られ る 。 した が つ て、こ の 場合は 座屈 とい い 難い現象となる 。

さて 凋 辺 で 単蹴 支撚 れ た 矩形椥 × b・ c を戳 る ・ こ の椰 横圧加 を うける と ともt・ ，晒 を剛体を
介 して 臨 加 耽 よ つ て圧縮され て い る とする ・ 　

一一・
方，a 辺に は な ん 櫞 勒 蹴 らヵ・ない 。 初め の 状諏

中央酌 畝 麟 を と り・それ唾 敵 ・ 軸を と る ． た だ い 一 ・
，

・
，・ y ＝ ・

， bh ・板 の 周辺 と一xす る とす る。

　　　　　　　　
N

・
− fa・d・・　N ・ ・

− Lt　　 ∫！　　　　　　　　 （、）

ex 一 器＋÷（
∂w

∂x ）
2
一盍（Nx − yNv ），

・一 ｛珍＋嘉＋罌寄一

2（1十PEt）NxVe

ey−｛葺＋÷（
∂w

∂y）
2

一 毒（N 、
一・iV／

．）

（2 ＞

（3）

とな る ・ こ こ に 隅 燃 中頬 上 の 点 の 変dr・瓦 ・ は ヤ ン グ 率と ボ ア ・ ン 比 で あ る ． （3）よ り 卿 硝 去 し
て ， 適合条件

　　　　　　　　籌＋・
っ羚 ＋寡一E ［（轟 ア

ー券 ｛鋼　　　　　 （、）

が 得 られ る。 ま た，fl　E向の 平衡条件は

　　　　券 ・ ・
∂齢 ＋券

　　　　　　　　
一÷懌 券 ・器 嘉 ＋器 ｛謬陽 　 　 　 ，、，

とな る 。 境界条件 と して は ，

　　　　　　　　∴ 郵勧 　 　 …

　　　　　　　　　　　　　　
u （x ＝ ‘ a ）一ゆ 一〇〉一 一

定 　 　 　 　 　 　 　 　 （7 ）

　　　　　　　　・
− O，　b で 畦霈一鐶 器 一 ・ 　 　 　 　 　 （、）

を採尉 至・ （6）VX
　
b
　mu上 でた わ み油 げ モ ー・ ン ト澗 内 の ee ん 断励 が ・瞳 り，平均圧黼 加 ・依 な

る こ と栃 し （7臆 辺 ・ ＝°・ ・ thミ変ua も平 行 で あ る こ と闘 当する ． （8）om・a 辺上 で ftわみ，齢 モ ーs ン

ト，面内合応力が 0 に なる こ とを 示す 。

解 ”
・
F ｝瀲 分耀 式 （4）・ （5） と 境界条件 （6）〜（8）を満たす もの で 鮒 涵 裏妨 ない 。 こ 纏

　 　 　 　 　 　 ハ
ド

　　　　 w ＝Σ ”
π
sin 璽 sinヱ璽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （9）　 　 　 　 　 　 n ＝1　　　　 a 　　　 b

　　　　
・ 一 粤 ・磯｛A ・ ＋・

・
…   ＋c… s・穿（・

−9）
　　　　　　　　　　　　　　＋D曙 （卜 ÷）曲 半 （y− −9−）｝… 撃 　　　　 （・・）

と お く・ こ ゜ w は （6）・ （8）の ・ 躙 す る鮒 孀 た して V・る ・ こ描 を （4）に 代入 して A
。 ，．Bm を 。 n の 関

数 と して定め る 。

　　　　嬬譱潔翫 脚 一 一 　　 （、、）
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　　　　　　　　　B ・
・＝

、（

　　α
2M2

十4α
2
）

， ｛、聽 （kl＋fl・）… Vt＋緤 （kl− k2）w ・・
Wl｝

　　　　　　　　 m ≧ 1，ec ＝ a／b．

また，（8）の F に 関す る条件 よ り，Cm ，　Dm は Am ，　Bm で表 わ せ る 。

C
。
ロPo＝0

・m
−一・（Am −t−Bm ）（… h噐 ・器 … h詈）

　　　　・ （誓 ・ … h割
・バ ・（Am 十Bm ）… h器 《誓 ・ … h割
　　　　 伽 ≧ 1．

（12）

（6）の 第 3 お よび第 4 の 条件の 成立す る こ と は 明らか で あ る 。 条件 （7）は

　　　　　　　　　u （x ・＝a ）
− u （x − ・）＝ ∬詈｝伽

　　　　　　　　　　　一f，

a

｛÷（
∂2F 　　 ∂2F

∂y2
− P

∂x2 ）
一÷（留ル・

　　　　　　　　　　　一
一　聟　一Bo（

2 π

b ）
2a

　cos 髣量一÷羹1
”
2”

π
2（÷）箸　sin2 咢

　　　　　　　　　　　一 一誓一譱意鵬
・

とな り，こ の 式 も満 されて い る こ とがわか る o 平均ち ぢ み を e とお くと

　　　　　　　　　　　　　・ 一 ÷＋誓急・
・

（÷）
2

　　
’

　　　　　　 （・3）

であ る 。

　さて ，w ，　F は （5）も満さねばならない が，こ の 式 は 非線形なの で ， 完i全に満たすこ とは 困難で ある 。 それゆ

・ ， ガ ラーキ ・ 法を齟 す・ ． すなわ ・， （・），（・。）を （・）le代入 ・，そ ・ 両辺・・・ … 学 ・碍 ・（f・・＝ ・…

… N ）を 乗 じて，中央面 の 全体に わ た つ て 積分す る 。 な お，g と して は，

　　　　　　　　　　　　　q− ・・＋ q・（÷
一÷）

とお くこ と に する 。

　　　　　　　　　（P・
− P＋… EB

・t・・
）獵

　　　　　　　・÷晶 噸 ｛
一号・汁 （k

−÷）
2Bl

… 汁 ・1）（一・・＋kl＋ … ＋… μ
・

）Hi｝

　　　　　　　一÷轟 、蝋
一号蝋 ・一÷）

2B

・仙 ・研 脚 ＋… ＋ … 隅 ｝

　　　　　　　・忍黒幽 ｛号 ・ 汁 （k＋÷）
2Bl

＋ （研 ・∂（− f・・− kl＋ … ＋… 隅 ｝
　　　　　　　　　　　　　 16 α

2b4qo

　　　　　　　　　　　　f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （h1r1，3，
5

，
・▼・≦N ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 彦π
6E が

　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　 8a2b4qt
　　　　　　　　　　　　　

一
ゐπ・E が 　 （h・．2，4・… ≦N ）・

こ こに 毎 は ゐ個 の 座 屈波 の 生ず る ときの 平板の 弾性座屈応力 で，

　　　　　　　　　・・
一留 （k ＋9

α 為）
2

・　D −
、2轟 ）

で ある 。 また

（14）

（15）

（16）
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　　　　　　　　　　　　　　 16asinh21π！2α

　　　　　　　　 Hl＝＝
　　　　　　　　　　 1π （1＋ 4α

2112
）2（1・1a＋ ・i・ h1π1α ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （17）

で ある。 Am ，　B 郷 は ” π に つ い て の 2 次式なの で、（15）は 妬 に つ い て の N 元 3 次連立方程式と なる 。

　以下に おい て，α ≦ 2 の 場合 に つ い て （15）を具体的に考え よ 5。 こ の とき N ＝2 とす る こ とが で ぎる 。 よつ

て ，

　　　　・
・細 ・

一一 α
2

篭
1” 2

… 瑠
・
2

，
・

、
… 一・！：

2

：：
！gwiw・

，

　　　　・尸 留 β ・
一等掛

2

… 一
、1鵲 、

　　　　B・
・＝ O，B

・
一一一

4（畿籌1）、 ・B
・
− o

とな る 。 と くに α
＝2 の と きに つ い て 解 こ 5。 こ の と ぎ

　　　　
A

・
＝o・Al ＝ − w

・
w

・，　A2 ＝ 一
警・A ・

一”

i鉾2
，

　　　　・
・
一” 12

麸
” 22

・・1 −
9
｛
’ieyly・

，・
、

一 ・ ト 攤
・

，

また

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4π
2P

　　　　　　　　　　　　 PI＝p2fO．64，　p2 ＝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 b2t
なの で ，（15）は

　　　　
・ 12294（

Wl

　t）
3

＋（牛）（牛）
2

＋ ・・9478（一 孟）

　　　　（
Wl

　t）
2

（￥
’

）　 （t）
s

　 （ P，）t
が 得 られ る。 qo， 91，　P の 値に 対 して，

1
ー

範 。｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一一

争一。・ 2656（÷）饗 　 　 （18）

　　　　　　　　
｝

＋ 1・7°16 彑 ・498 ・4 ・ユ 彑 一一・・ 5664（÷）｝ 　 　 ・・9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）・（19）よ り （w ・！t）・一・（w ・！t）曲翻 ・得られ，その 鯨 と して 鰍 、。、／t）〜（嗣 黻 まる・ q ・ ・ql を
一re・a して P と （購 圖 ・）との 関係を求 め る こ とが で きる 。

　 伍 ＝ 0 の と きは ，（19）は

　　　　　　　　　｛（￥
’

）
2

＋ ・・7・・6（争
2

）・4・・98・4（L 去）｝争一 ・ 　 　 　 ，，。、

とな り，一般に w2 ＝0 な る 解をもつ 。 した が つ て ， （18）は

　　　　・… 229・（
Wl

　t ）
3
＋ …9478（レ ・ 64去）聖一・・22656（÷）染 　 　 　 ，，、、

と な り，
これ よ り g。，P に対 して （W ，lt）が 定め られ る 。 こ こ に 注意すべ ぎは ，

　　　　　　　　（
Wl

　t ）
2

＋ ・・7・・6（亨）
2

＋4・・9864（・一去）一 ・ 　 　 　 　 、，2、

齦 立すると ぎは ・（2°）は ・ で な・・ne・ （・ ・／t） を もつ こ とが で きる こ とで ある 。 こ の ・ 5 嫉 隊 、鹹 岨
り大ぎなあ る働 ・

＊

ω 燵 した とぎ初 め て 起 ・ り得 る・ ・ の ・き まで （・ ，f・）・・＝　O な の で
，

こ の 購 。は （，2）
は

　　　　　　　　　　　　　（
wl

　t）
2

＋・・9864（1
一
去）一・ 　 　 　 　 　 、、3）

とな る ・ し た が つ て ・（21）・（23）を灘 す伽 ・ 闘 応す る 限界櫛 ・
＊（G。）・ 〈

’，　 q 。 を一
定に 保 ち つ つ 砂 鱒

した と き ・ 鱒 ρ・
＊

ω 燵 す る と ・ ・ 瀕 掠 得 る ・ と畩 る ． した ・・つ て，　 P、
＊ω は ，。

の み蒋 在す る と

ぎの 蛎 励 と もい うべ ぎもの で あ る・こ の P・
＊

ω は あ る働 ・

＊
よ り大鮖 ・。 耐 し て は 擁 し ない

．
。 の ，。

・

は 条件 （23）の も と に お け る （21）で 与え られ る qo の 最大値 と し て 定 め られ，

　　　　　　　　　　　　　a ・

＊ 一… 7985・E （÷）
’

　 　 　 　 　 　 　 （、、）

難難 麟羅欝鰯 慧 蹴雛 霧懸
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　qt が 0 で ない と きは，　P＝　O の ときで も w2 が 存在する 。 以

下 α あ る い は qe，　 ql は一定値の ままで ，　 Pが 増加する場合に つ

い て考え る と す る 。 ql＝ ＝ O の 場合 の 類似 か ら ，
　 qo が あ る値

qe＊ （el） よ り小さい と きは ，　 Pが あ る限界値を こ え て増 大 す る

と tu2　D9急速に 増大 し，伽 が．αo
＊
（qi）よ り大 きい と きは ρが い

くら増大 し て も W2 は あ ま り増加しない とい う よ うな qo＊
（ 

が 存在す る と考 えられ る。　 q・＜ q。

＊

（qt）の と き，” ， が急速に増

大 し始 め る P の 限界値 を P2＊（ao，　qD とす る と，こ れは 角
＊（qo）

に 似 た 性質 を もつ もの で あ るが，こ れを明確に か つ 一
般的に 規

定す る こ と は 困難 であ る 。 こ こ では ，P2＊ （9e） に つ い て み た よ

… 酬 ・祕 ・ 絵 一 … な ・ P ・ 値 ・ し・齪 す ・ ・

とに す る 。 こ の P＊
（ao，　qt）の 存在す る ao の 最大値が 4。

＊

（q1）

・泌 ・ …
’
・・ q・ の 存在す ・ ・ 甑 咢 鮪 限 勧

幽
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・q・・… ）・ 管一・ で 規定・ ・・ ・ ・・ ・ ・… 8・・（・9・・ P ・ 微分 ・，筈 一 ・を用 ・ ， 一 ・・

と に よ り，

・・94・8・ ・ 32争 ・

∂

舞
”

・

4・9864竿一｛（
Wl

　彦）
2

＋・・… 6・ ・（竿）
2

＋ 4・・864（・−i
　　　　− ｛・× ・・… 6（￥

’

）
2
− … 566・（÷）

4

無 ｝P，

）｝
　　 ∂w2 ！t
　 P2

伽 21歩

∂P

・・a ・… 　 ・・v ・・ り 響 を消去す ・ ・

　　　　　　　　　　　　　牛
一 一・・23・97（÷）

4！3

傷）
1’3

が得られ る 。 よ つ て ，（19），（18）は

（26）

　　　　　　　　　（
Wl

　t ）
2
＋4・・9864（・一青）一瞞 ・45C辛）

8xs

（箸）
’tS

　 　 　 （…

　　　　　　　　　｛一 ・… 9・96（÷）
8！s

（箸）
2！e

｝竿一・ ・2・・6（争）
3

　　　　　　　　　　　　　
− ・ 22656（÷）

4

書 　 　 　 　 　 　 　 （28）

と な る・q・・　al　hS与 筋 れ た と き・（27）・ （28）よ りPltreめ る と．こ の 働 ・ ρ、

＊

（q。， q、）で あ る ． （28 （よ bq 。

を最大に す る tv
、 は

　　　　　　　　　牛
一 1・3565 ｛・＋・・13… （÷）

s！

て箸）
2／3

｝
1！2

と 定 ま り，対 応す る 9e，　P は qo＊
（ql），　p2＊（qe＊ （al），q1）で あ り，

　　　　　
9°

聖
’）

… 7985｛・＋ ・・13・・4（÷）
s／s

（箸）
2！

貿÷）
4

　　　　　
P2“（90＊

（ql
　　P2

）t！4・ 一’）・… 3689＋ ・… 7・・（tt−）
s！

W
3

となる 。 容易に 知 られ る よ 5に ，

　　　　　　　　　　　　　 P2＊（可o ，　O）＝P2＊ （qo），
　 qo＊ （0）＝ qo

＊

で あ る 。

例 と して ，後述の 実験 の 場合に 対応 して

（29）

（30）

（31）
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　　　　　　　　　　　　ql ＝ 　O．1kg！cm ，　E ＝＝ 200 Okg！mrn2

　　　　　　　　　　　　b・・5DOmm ，　 t・＝6mm お よび 10mm

の 場合に つ い て qo
＊
（ql）を求め る と

　　　　　　　　　　　　q。

＊

（q 、）＝・O．16kglcm2 ，0．98kg ！cm2

とな る 。

　以 上 に お い て は 主 と して α ＝ 2 の 場合に つ い て 述べ る 。 ev ・・ 2 の と きは こ れ と 類似 の 現象が現わ れ るで あ ろ う。

α ≦1 の と きは ， 40キ 0 で あ れ ば初か ら Wl が あ らわ れ，しか も座 屈波形 も Wl なの で ，　 aD の ご く小さい 場合を

除 い て 座 屈 と は い えず， 縁圧縮力と と もに た わ みが ど ん ど ん 増す だ け で ある。α≧ 2 の と ぎも α ＝2 の と き と か な

り異 つ た 現象が現わ れ る で あろ うが ，こ れらの すべ て の 場合 と もそ の 変形 の 進行 の 様子 は （15）を 解 くこ とに よ

つ て 定 ま る で あろ う。

2　実 験

　横圧力 と同時に 縁圧縮力を うけ る矩形板の 変形の 過程を明らか に し，理論を確 め るた め に実験を行なつ た 。 実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 験に は 横圧力を 加える た め の 槽を必要 とする の で ，普通 の 座 屈実

　　 　　 験 装直を 用い る こ と は で きない
。 そ こ で

， 模型平板を適当に 選び
，

　　 　　 そ れ に あわ せ て実験装置を つ くる必 要が あ る 。 理論に お い て述べ

　　 　　 た α ＝ 2 の 矩 形 板 は ，矩 形板 の 特性を 電 ち，しか も最 も簡 単 な の で ，

　　 　　 こ れを採用 し，第 2 図に 示 す よ うな実験枠を 製作 した 。 糢型板の

　　 　　 周辺は 板面 と 垂直 な方向に 支持され て い る 。 支持用ナ イ フ エ ッ ジ

　　 　　 の 閲隔は 長 さお よ び 幅方向 で 1QOOmm お よ び 5GOmm で あ る o模

　　 　　 型板の 片 側に 槽があ り，ゴ ム 膜 の 袋を 介 して模型板 に横圧力が 加

　　 　　 え られ る 。模型板の 上 下 の 縁は 剛 な装置に よ つ て ，平行を 保 ちな

　　 　　 が ら試験機で 圧縮され る 。 また両側 の 縁 に は 面内応力が 加わ らな

　　 　　 い 。横圧力は 前述 の ゴ ム 袋 に 入 れた 水に よつ て 加え る。水圧は槽に

　　 　　 つ ない だ パ イ プ を重力 タ ソ ク に 連結す る こ と に よ つ て 加之 た 。 圧

　　 　　 力を加える の に 水を用い たた め，上下端 で は 模型 の 高 さに 等 しい

　　 　　 水高差 が あ る こ と は 明 らか で あ る 。

　　 　　　 実験に 用い た材料は 八 幡製鉄製高張力鋼 YES 　36 お よび軟鋼

　　 　　 SS　41 で ，板厚 6mm お よび 10　mm の も の を 用い た 。 板 の 長 さ

　　　　　第 2 図 座 膿 験 鑓 　 　 　お よび蠍 湖 準 （ナ イ フ エ ッ ジ 間勵 と し て 1000m 皿 お よ び 500

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 mm なの で，各 15mm の ばした もの を試験模型板と した 。 すな

わ ち 板 と し て の 長 さ と 幅は 1015rlm ，515mm で あ る 6 模型板 の 材料の 性質，実験結果の
一覧表 を 第 1 表に 示す 。

模型板の 名称に て，Y
，
　S の つ い た 番号は 材料が YES ，あ る い は SS 　41 で あ る こ とを 示 し，つ ぎの 数字は板厚

（tmm ）を 表 わ す。第 3 の 数宇は 平均圧力の 無 次 元 数 q。tavの 100倍 の 概略僵で あ る。
こ こ に ，　 qy は こ の 矩形

板が
一

様な横圧力を うけた と き，最大応力が 降伏応力 σv に 達す る と きの 圧 力 で

　　　　　　　　　　　　　q・
一

、。8愉 （÷）
2

で あ る 。 Pm 。 r 　｝：縁圧縮力の 最大値，Pmax は Pm 。 x に 対応す る 平均圧縮応力 で あ る。座 屈波 の 数 の 計算値 は   が

qo＊
（q1＝0．1kg！cm2 ）よ り大 き い か 小 さい か に よ り 1 ま た は 2 と なる 。

　　第 3〜9 図 に 板1隔の 中央練上 の 4 等 分点 の た わ み と平均 圧 縮応力の 関 係の 理論曲線 お よ び 実験点 を 示 した 。

こ れ に よ る と，板厚 6mm の もの で は ，最高応力 Pm の 近 くを 除 き，ほ と ん ど の 範 囲 で 理 論 曲 線 と実験 点が一
致

す る 。
10mm 厚 の もの で も，σv の 高い YES 材 で は，理論実験は よい

一
致を示す 。 しか し，10　mm 厚 の SS 材

で は ，P2！σv ＞ 工 とな るた め，　 p！ay の 低 い と こ ろか ら理 論 曲 線 と実 験 点 は は ず れ，　 qo！ay の 比 較 的 大 な もの で は

そ の 傾向が 著 し い 。 こ の よ うな場合に は 塑
・
性変形を考慮 した 理論 が 必要 に な る 。 なお，Y −6−17 で は 理論 と 実験

が全 く違つ た 傾向を示すが，こ の と き，ao ” qo＊ （q1）なの で ，実験誤差が拡大 され た もの と考 えられ る。

　 以上 に よ り，板厚が薄 く， あ るい は降伏応力 が 高 くて ほ とん ど弾性範囲内で変形する場合は，最高荷重 の 近傍
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を除い て，本論夊の 理論 と実験 は よい
一致を示す こ と カミわか つ た 。

　第1 表 よ り知 られ る よ うに ，Pm 、x ／σ rV ：，座屈が 弾性範囲 で 生ずる場合は
， 哩01伽 に 余り関係 し な い

。 しか し ，

P2／σv ；1　1 の と きは ，　 qo！ay の 増加 と と もに Pmaxfσy が か な り減少す る よ うで あ る 。

3　結 諭

　以上に お い て み た よ うに ，横圧力と同 時に 縁圧縮 を うけ る矩形板の 変形の 模様は，い わ ゆ る座屈 と は か な り異

り，生ず る波形も横圧力に 大き く影響され る こ とが わ か つ た 。 さきに述べ た一方向の み に 圧縮され る矩形板の 場

合 は，たわ み が 生 ず る と
一

般に 平均応力 の 分布 が 変わ り，中央部 の 圧縮応力が減 る の で，弾性座屈に 対 し て は安

定 に な る。しか し，そ の 座屈応 力 に 達す る まで に 大ぎなた わ み が 生ず る こ とが 少 くない 。 また変形の 過程に お い

て 塑性変形が 生ず る と 様子が ま た変わ る。

　本論文で述べ た弾性理論は，弾性範性範囲 の実験結果と よ く
一致して お り，本論文で 触れなか つ た縦横比 α の

範囲に 対 し て も本理論 は 適用 で きる こ と を示 し て い る 。 し か し
， 弾性座屈応力が 降伏応力 と 同程度あるい は それ

よ り大きい 場合，横圧力が大き く，初め か ら塑性変形の あらわ れ る場合， 座屈が 弾性範囲 で 生 じて も座屈後に た

わ み が成長 し塑性変形が生ず る場合な どは 塑性変形を考慮 した 理論が必要に なる 。 また，船底外板の よ うに ，周

辺 が支持 と 異 な る場 合 な どに つ い て 今後 の 研究が 望 ま しい 。

　本研究に 当 り， 東大工学部船船工 学科構造実験室 の 金子幸平氏 ほか の 諸氏お よ び舶用機械工学科村上 貴英氏に

実 験そ の他 に つ い て お 世話に なつ た 。 な お本研究 は 八 幡製鉄 （株）の ご援助の も とに 行 な わ れた もの で あこ とを 記

し て 謝意を表す る 。
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